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ススププリリンントト走走ににおおけけるる時時空空間間変変数数、、地地面面反反力力変変数数のの左左右右差差にに関関すするる男男女女のの比比較較  
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目目的的  

スプリント走は、左右差を伴った周期的な運動で

ある 1,2)。スプリント走における左右差について理解

することは、怪我の予防やパフォーマンス向上を目

的としたトレーニングの方向付け（左右差を減少さ

せるか否か）を考えるうえで有益である。 

最大速度でのスプリント走における時空間変数や

地面反力変数の左右差について、男性選手では 2.7～

14.3%であることが報告されている 2)。しかし、女性

選手のスプリント走における左右差に関して包括的

に報告し、男性選手との比較を行った研究はこれま

でにない。また、左右差の大小が疾走パフォーマン

スと関係するかについて、男女の短距離走選手を対

象とした研究はない。これらのことから、本研究で

は、スプリント走におけるステップ変数、地面反力

変数の左右差の大小が男女で異なるか、左右差の大

小が疾走パフォーマンスと関係するかについて明ら

かにすることを目的とした。 

 

方方法法  

１１．．実実験験  

パフォーマンスレベルが同程度の男女短距離走選

手それぞれ 32名に 60mの全力走を行わせ、疾走中の

地面反力について、54台のフォースプレートで構成

された長走路フォースプレートシステムを用いて計

測した。 

２２．．分分析析  

 得られた地面反力データから、1歩ごとの時空間変

数や地面反力の平均値、力積などを求めた。その後、

平均速度が最も高い 4 歩におけるステップ変数、地

面反力変数を算出し、左右それぞれ 2 歩の平均値を

用いて左右差の大きさを求めた（左右差=（（大きな

値-小さな値）/左右の平均）*100）。 

 

結結果果  

最大速度局面の 4 歩における平均速度は、男女そ

れぞれ 9.65±0.31m/s、8.35±0.35m/sであった。最

大速度局面の 4 歩におけるステップ長（4.60% vs 

3.08%）、ステップ頻度（4.70% vs 3.11%）、支持時間

（3.81% vs 2.12%）、鉛直力積（8.41% vs 5.30%）、

平均減速力（13.32% vs 8.55%）の左右差は、男性の

方が女性より有意に大きかった。また、男女それぞ

れにおいて、最大速度局面の 4 歩における各変数の

左右差と平均速度の間に有意な相関はなかった。 

考考察察  

本研究の結果、スプリント走における左右差は男

性において顕著であることが明らかとなった。この

背景には、筋力や形態的な左右差の大小が男女間で

異なることが影響している可能性がある。先行研究

では、ドロップジャンプの着地時における膝外反の

左右差が男性において大きいこと 3)、骨盤の形態に

関する左右差が男性において大きいことがわかって

いる 4)。 

一方、男女それぞれにおいて、各変数の左右差と平

均速度の間に有意な相関関係はなかった。したがっ

て、男女それぞれにおいては、左右差の大小はスプ

リント走パフォーマンスの決定因子とはならず、ト

レーニングにおいて左右差を拡大、縮小させる試み

は必要ない可能性が示された。 

 

ままととめめ  

スプリント走の最大速度局面において、ステップ

長、ステップ頻度、支持時間、鉛直力積、平均減速力

の左右差は、男性の方が女性より大きかった。また、

男女それぞれにおいて、各変数の左右差と平均速度

の間に有意な相関はなかった。 これらの結果は、ス

プリント走における左右差は男性の方が大きいが、

男女それぞれのグループ内では、左右差の大小はス

プリント走パフォーマンスの決定因子とはならず、

個人ごとに異なることを示している。 
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体重免荷トレッドミルを活用したランニング動作修正の試み：大学女子中距離選手の事例
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目的

本研究では、陸上競技女子中距離選手 1 名を対象

に、空気圧式の体重免荷トレッドミル（昭和電機社

製 DREAM HUNTER）を用いたトレーニングによって、

動作の修正、とりわけ接地様式の変容が行えるかを、

事例的に明らかにすることを目的とした。

方法

【対象者】本学の陸上競技部に所属し、800ｍを専

門とする女子中距離選手１名（身長 152.9 ㎝、体重

48.2 ㎏）であった。

【測定・分析方法】本研究におけるランニング動

作の変容の把握するため、体重免荷トレッドミルで

のトレーニング前後のランニング動作を、鹿屋体育

大学スポーツパフォーマンス研究センターの 50m フ

ォースプレート走路（テック技研社製 TF90100）に

て測定した。測定試技は、対象者本人の走行感覚で

の 3 種類の走速度帯（①jog 域、②800m のレースペ

ース域（以後 RP 域）、③ダッシュ域（以後 DS 域））

での走行を 2 試技ずつ実施させた。その際の地面反

力、走速度、ピッチ、ストライド、滞空時間、接地

時間を収集した。また、その走行区間の中間点（25m）

付近のランニング動作について、デジタルビデオカ

メラ（SONY 社製 FDR-AX700）を用いて撮影した（影

速度：120Hz，露出：1/500s，画像解像度：1920×1080）。

その撮影した動画から、足関節角度、膝関節角度、

大腿角度、下腿角度を、ビデオ動作解析ソフト

Frame-DIASⅤ（DKH 社製）を用いて算出した。

結果及び考察

体重免荷トレッドミルでのランニング動作修正ト

レーニング前後の jog 域でのピッチ、ストライド、

接地時間および滞空時間の変化は図１の通りであ

る。ピッチはやや低下し、接地時間が短縮、滞空時

間が増大していた。これは体重免荷トレッドミルで

身体が通常より浮いた状況になっていることの影響

が生じているものと考えられる。

動画解析においても、jog 域の接地動作前後で、

足関節角度に変化が見られた(図 2)。これは、対象

者本人が意識して修正しようとしていた観点であっ

た。

結論

本研究では、体重免荷トレッドミルを用いたトレ

ーニングによって、ランニング動作、とりわけ接地

様式を変容できるかの試みであった。本研究の対象

者は、接地動作中心にランニング動作を変容させら

れたことから、、体重免荷トレッドミルを用いたト

レーニングによってランニング動作を修正させられ

る可能性が窺えた。

図1．jog域のピッチ,ストライド,接地時間および滞空時間の変化

Ankle
接地前～接地時

図2．jog時の足関節角度の変化（推移）


